
３  地下水揚水量の状況 

 

  本県の地下水利用状況は、用途別では工業用水及び水道用水が約７割を占めており、

地域別では、尾張地域が県内総揚水量の約４割、次いで東三河地域が約３割、西三河

地域が約２割、知多地域が約１割を占めている（資料－10）。 

昭和 50 年当初に約 2,500 千ｍ３／日あった揚水量は、尾張地域の揚水規制の効果な

どにより順次減少し、最近では約 1,000 千ｍ３／日となっている。揚水規制による削

減効果は工業用水道への転換により工業用で顕著に見られるが、その他の用途では揚

水量の削減率は比較的小さい（図－21）。 

尾張地域の地下水揚水量は、昭和 49 年の愛知県公害防止条例（現：県民の生活環境

の保全等に関する条例）改正により揚水規制が始まり、昭和 51 年には揚水規制区域が

拡大され、これ以降減少傾向となっている。特に、昭和 55 年には木曽川用水（農業用

水）が全面通水を開始し、また昭和 60 年～61 年には工業用水法による尾張 13 市町村

への工業用水道の給水開始により地下水揚水量は大幅に減少した。その後も揚水量は、

地下水使用合理化指導等により緩やかながら減少しており、平成 19 年度は前年度に比

べ約２千ｍ ３／日の減少となり、昭和 50 年度当時の約 25％となっている（図－22）。 

 西三河、東三河（渥美地域を含む）、知多地域の地下水揚水量も近年漸減傾向にあり、

昭和 50 年当時と比べると、各々約 49％、約 73％、約 48％となっている（図－23～25）。 

 

図－21 愛知県の地下水総揚水量 
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図－23　西三河地域地下水揚水量
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図－22　尾張地域地下水揚水量(県民の生活環境の保全等に関する条例の規制区域22市町村)

1
,
4
1
3

1
,
2
9
7

1
,
2
0
6

1
,
1
4
1

1
,
0
6
9

8
7
2

8
4
4

8
1
6

8
2
2

8
2
0

6
9
7

5
6
3

5
5
5

5
4
6

5
3
9

5
2
8

5
2
3

5
0
2

4
8
1

4
7
8

4
6
2

4
5
3

4
4
3

4
3
4

4
1
8

4
1
0

4
1
1

3
9
1

3
7
5

3
6
9

3
6
3

3
5
6

3
5
4

0

500

1,000

1,500

S50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 H1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

年　度

揚
水
量
（

千
　
／
日
）

▽昭和55年
　木曽川用水全面通水開始

▽昭和60年８月
　尾張工業用水道給水開始

建築物用

水産用

農業用

水道用

工業用

3m3

図－24　東三河地域地下水揚水量（渥美地域を含む）
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図－25　知多地域地下水揚水量(知多地域５市５町＋尾張地域規制区域外４市２町)
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４  降水量の状況 

 

  平成 19 年の主要な気象観測所における月ごとの降水量及び年間降水量を表－16 に

示す。県内全域において、７月、12 月の降水量は、平年値及び準平年値を上回ったが、

年間降水量は、平年値及び準平年値を下回った。 

 名古屋地方気象台における累積降水量は、前年の約 79％、平年値の 81％であった 

（図－26）。 

 

表－16 気象観測所降水量                     単位：㎜  

平年値 平成19年 準平年値 平成19年 準平年値 平成19年
準平年値
（参考） 平成19年

１月 43.2 36.5 55.8 48.0 43.2 39.0 51.6 37.0
２月 64.1 62.0 74.1 61.0 52.7 64.0 70.6 80.0
３月 115.2 86.5 137.1 84.0 115.3 67.0 138.5 92.0
４月 143.3 29.5 158.2 22.0 123.9 36.0 177.3 72.0
５月 155.7 128.0 191.3 148.0 151.3 102.0 188.4 151.0
６月 201.5 210.0 240.8 239.0 191.0 186.0 220.5 193.0
７月 218.0 339.5 230.9 334.0 143.7 319.0 173.9 345.0
８月 140.4 60.0 133.6 105.0 119.3 31.0 151.9 57.0
９月 249.8 119.0 236.9 160.0 230.9 172.0 246.4 251.0

１０月 116.9 90.5 111.0 83.0 125.1 99.0 138.1 105.0
１１月 79.5 18.0 96.7 22.0 81.3 16.0 104.0 19.0
１２月 36.8 90.0 39.4 94.0 35.4 101.0 39.7 72.0
年間 1564.6 1269.5 1697.7 1400.0 1416.4 1232.0 1703.8 1474.0

注１）平年値とは、1971年～2000年の平均値

注２）準平年値とは、1979年～2000年の平均値

注３）平成７年12月に西尾から一色に観測所が移転(西尾観測所のデータは一色観測所に引き継ぎ)

注４）豊橋地域気象観測所の準平年値は、平成17年末に11月を境に観測場所の移転、観測方法の変更、

測器の変更など、いずれかの理由により均質でない可能性があるので、準平年値は参考とする。

名古屋地方気象台 一宮雨量観測所 一色雨量観測所 豊橋地域気象観測所
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図－26　　名古屋地方気象台
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